
は、超党派の自由な市民のゆるやかな会で、匿名でも
さらに会員を募集中です。年会費千円をお願いしてし

｡ － －．ー ● 司 卜 闇 一 一 p■ ~－－

※rはらまち九条の会」
現在の会員405名。 ’一

）

’ぢ ｢はらまち九条の会」会報
2010(平成22)年2月 18日（木）発行ZU1U(半jJMZZノヰz月 lごロlノドノラE1』

＜映画『いのぢの山河』のテーマ・憲法第25条は、【最低生活の保障､国の社会保障義務】を規定＞

憲法第Z5条①すべて国民は､健康で文化的な最低限度の生活を管む潮を蓋獺職鱸”
② 国は、す慧爵の生活部面について、社会福祉､社会保障及び公衆衛生
の向上及び増進に努めなければならない。

io健康で文化的な最低限度の生活人間として生,0公衆衛生社会全体の人々の健康のため､病気の予防
｜きていくための最小限の生活｡単に生物的に生 などをすること。伝染病の予防､飲食物取り締まり、
iきているというだけではなく、人格が保持でき｜ 検疫など。
’ていること｡これを生存権という。 ○向上及び増進「社会的弱者｣が安定した生活を確保
○社会福祉 社会的な弱者、例えば生活困窮者、 して、人間的な生存を可能にするために、国の責務を

； 一人親（母子・父子）家庭などに対する保護． 定めている。

i治療のための施策施設の設置のこと。 （一橋出版『憲法の解説五訂版』￥525より）

Io茎薑雛対震曼鱸菫麓差薑繁口騨蕊蕊縦獣繍篤穂綿鶏
Yう所得･ｻｰﾋｽの保障。 めてそれ襟現した岩辨択内村を描いたものでする

くださ"’|緬形晦参刎鉦ﾉチヶッケ
チケットは1枚1,000
○会員の苦繍〃

円
戎戎麓入し邸脆だ〃減李α夕宕x′鏡＝亭｡夕

○ご鰄同淨画入場し邸ﾉ店憲〃減學クタ高xZ"=g7◎徽
○さらに;紐（参とに瀞がム購入L,ご脚應だ〃店とするなぢ，
卓α罫宕x鰍＝弘Z夙鍬箙篤容‘会託_とは"kとな〃琴すが｡．
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日

一一
「いのちの山河」
南
相
馬
で
試
写
会
《

ゞ
半
世
起
副
全
国
で
初
め
て
老

一
人
医
療
費
を
無
料
化
し
た
岩
手
県

一
一
鱗
鷆
論
議
雛

蕊
謹
蕊

弐９１ｌＩｊｌ‐１－‐・Ｉ‐１１１１１，’１１１１‐Ⅲ伽．ｈｌ‐１．．ｉ園１，＃１１團ユ

一
画
「
い
の
ち
の
山
河

日
本
の
青

一
空
Ⅱ
」
の
完
成
披
露
試
写
会
が
型

日
、
南
相
馬
市
原
町
区
の
大
正
菫
．

ま
れ
の
映
画
館
「
朝
日
座
」
で
開

か
れ
た
。
全
国
公
開
が
始
ま
っ
て

お
り
、
県
内
で
も
来
月
６
日
の
喜

多
方
市
を
皮
切
り
に
４
会
場
で
の

上
映
が
決
ま
っ
て
い
る
。

深
沢
村
長
は
「
豪
雪
、
貧
困
、

多
病
」
の
三
重
苦
に
あ
え
ぐ
山
あ

い
の
村
で
１
９
６
０
年
、
砺
歳
以

上
の
老
人
医
療
費
無
料
化
に
踏
み

切
り
、
翌
矼
年
に
対
象
を
帥
歳
以

《
上
に
引
き
下
げ
た
。
「
無
料
化
ば

一
国
民
健
康
保
険
法
違
反
」
と
い
う

一簾側臥謝確懲鰹龍

．
『
可
型
‐
”
Ｐ
肌
Ｆ
１
■
■
、
■
■
■
■
Ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｒ
Ｈ
阪
艸
Ｈ
ｕ
Ｂ
日
上
同
ｑ
叩
凹
同
ｕ
Ｂ
同
旧
■
且
■
■
、
‐
Ｉ
叩
叫
ｉ
１
脚
、
■
■
同
日
ｑ
日
日
塵
■
。
■
・
凸
凹
冑
■
恥
■
■
月
日
巳
‘
■
■
■
△
守
心
‐
・
由
ヨ
ロ
グ
ソ
西
帆
‐
剤

蕊篝
臺員を
篁曾開
蘆付催

は会き

||’

洗邪弗抵蔀閖陛な＄尊罰洗渤踊砂諺爵罰誹心さ調も零翻２＄罰＃射＄甜萌一
駆
け
回
る
姿
を
描
く
。

駐
弼
雰
蕊
欝

学
者
。
鈴
木
安
蔵
氏
を
主
人
公
に
一

日本国憲法誕生の経緯を描い一

議
潅
嘘
惚
一

「
日
本
の
青
空
Ⅱ
」
製
作
委
員
一

会
（
宝
星
に
よ
る
と
、
３
月
６

日
の
喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
に

続
き
、
同
７
日
・
南
相
馬
市
の
朝

日
座
、
同
９
日
・
会
津
若
松
市
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
５
月
狙
日

・
南
相
馬
市
小
高
区
の
浮
舟
文
化

会
館
で
、
各
地
の
団
体
に
よ
っ
て

上
映
さ
れ
る
。

「
い
の
ち
の
山
河
」
の
試

写
会
に
訪
れ
た
人
た
ち

L一一 －
一 一 F面 』 L

チケット販売目標：1，200枚
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脈
縦

》一

死

』より）国

神と国家の間圖

始
め
た
。
「
私
た
ち
に
で
き
る
の

は
、
映
画
を
つ
く
る
こ
と
。
で
、
ほ

す
ず
き
や
す
ぞ
う

じ
く
り
か
え
し
て
い
た
ら
鈴
木
安
蔵

が
出
て
き
た
ん
で
す
」

「
小
離
蕊
ざ
ん
、
一
→
飛
躍
季
さ

ん
、
蕊
蕃
僅
霊
さ
々
荊
堕
ひ
さ

し
さ
ん
．
：
：
・
・
自
分
の
思
い
を
せ
つ

せ
つ
と
・
わ
れ
わ
れ
も
『
映
画
人
九

条
の
会
』
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
」

あ
く
し
ん
ぞ
う

船
年
９
月
、
安
倍
晋
三
政
権
が
で

き
て
「
憲
法
改
正
」
を
声
高
に
唱
え

の会 映
画
監
督
蕊
織
劃
へ
輝
）
が
「
日
本

の
青
空
」
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
の

ば
、
２
０
０
４
年
７
月
の
「
九
条
の

会
」
・
の
記
念
講
演
を
聞
き
に
い
っ
た

」
・
の
記
念
講
演
を

が
き
つ
か
け
だ
っ

お
ゆ
だ
ま
こ
と

「
小
田
実
さ
ん
、

、
蕊
蕃
僅
霊
さ

さ
ん
．
：
：
・
・
自
分

た
。
『か

一一一

ん
、

あが
の 1

喜雫
ルの
先栗
生原
の佑
ノマ．。

≦鱈
ル父
ク は
う 、

枝
」
を
し
た
。

二
高
に
進
み
、
§

鈴
木
安
蔵
っ
て
だ
れ
？

と
い
う
←

現
代
の
若
い
男
女
が
、
暗
い
時
代
に

民
主
主
義
を
夢
見
た
憲
法
学
者
の
苦

闘
を
探
り
当
て
、
そ
れ
が
戦
後
の
日

本
国
憲
法
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
発
見
す
る
、
そ
ん
な
映
画
が
で
き

あ
が
っ
た
。

１
９
０
４
年
、
福
島
。
小
高
町
に
鈴

木
安
蔵
は
生
ま
れ
た
。
父
は
死
に
＄

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
母
に
育
て
ら
れ
、

安
蔵
も
教
会
に
通
う
。
相
馬
中
学
で

は
上
級
生
の
暴
力
追
放
の
「
同
盟
休

鐸
漉
弛
聞
云
っ
た
親
友
一

虹
年
、
仙
台
の
旧
制

－ －

、

く
り
は
ら
も
と
い

ス
の
ま
な
弟
子
栗
原
基
、
京
都
の
旧

制
三
高
の
英
語
の
教
授
で
あ
る
。
．

‐
１
８
画
■
■
■
■
漏
困
騨
嗣
園
恵
密
画
琴
露
鱒
圃
麗
３
１
ｒ

羽
年
、
関
東
大
震
災
。
妬
年
、
治

安
維
持
法
。
時
代
ば
急
ぎ
足
だ
っ

た
。
安
蔵
と
佑
は
「
社
会
思
想
研
究

会
」
を
つ
く
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に

傾
斜
し
て
い
く
。
相
次
い
で
京
都
大

学
に
進
学
、
妬
年
１
月
、
「
京
都
学

一
連
」
事
件
が
起
き
た
。

「
鈴
木
安
蔵
だ
芯
。
女
手
ひ
と
つ

で
帝
大
に
、
あ
い
す
ま
ん
と
思
わ
ん

の
か
、
ア
カ
に
染
ま
り
く
さ
っ
て
」

ど
映
画
「
日
本
の
青
空
」
の
、
警
察

の
取
り
調
べ
シ
ー
ン
。

鈴
木
は
「
国
体
と
櫛
蓉
れ
ざ
る
社

会
革
命
思
想
を
抱
懐
し
た
」
か
ど
で

治
安
維
持
法
違
反
の
第
１
号
、
逮
捕

さ
れ
禁
固
刑
に
な
る
。
し
か
し
青
春

の
日
衛
で
あ
る
。
や
は
り
逮
捕
さ
れ

と
し

こ

た
親
友
栗
原
佑
の
妹
俊
子
と
い
つ
し

・
か
恋
に
落
ち
結
婚
す
る
。

「
あ
れ
は
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
か
も

し
れ
な
い
。
生
ま
れ
た
心
郷
堀
一
。
亡

ほ
ほ
笑
む
の
は
、
長
女
鹿
島
理
智
子

（
銅
）
。
英
語
教
師
だ
っ
た
。
「
母
は

し
ゃ
べ
る
の
が
怖
い
と
い
う
体
験
を

し
た
の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
、
口
数
少

な
か
っ
た
。
父
は
お
し
ゃ
べ
り
」

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
暖
風
は
通

り
過
ぎ
、
昭
和
の
軍
国
が
来
る
。
い

っ
た
い
国
家
っ
て
何
だ
ろ
う
。
安
蔵

は
憲
法
学
に
向
か
っ
た
。
京
大
を
退

学
、
定
職
定
収
入
な
く
図
書
館
で
勉

一
』

二 E 一一一一一 強
の
日
食
。
俊
子
の
父
栗
原
基
か

ら
、
ブ
ゼ
ル
先
生
の
も
と
で
基
と
一

緒
だ
っ
た
「
民
本
主
義
」
の
提
唱
者

蔀
浄
催
避
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

弱
（
昭
和
８
）
年
１
月
、
そ
し
て

、
８
月
５
日
に
は
病
床
で
、
安
蔵
は
２

度
作
造
に
会
っ
た
。
「
憲
法
学
の
諸

潮
流
を
語
っ
て
ま
た
た
く
ま
に
時
間

が
す
ぎ
た
。
蝿
こ
み
な
が
ら
、
時
々

水
を
葎
み
な
が
ら
」
．
話
し
て
く
れ
た

一
作
造
は
そ
の
娼
日
後
、
こ
の
世
を
去

－ る
。
作
造
弱
歳
、
安
蔵
羽
歳
。
天
皇

主
権
下
の
「
民
本
主
義
」
か
ら
「
国

民
主
権
」
の
思
想
に
バ
ト
ン
を
渡
し

た
瞬
間
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
キ
リ
ス
ト
者
の
祖
父
ば
立
派
で

し
た
。
息
子
や
娘
は
ア
カ
に
な
っ
て

も
集
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
ね
」

と
理
智
子
。
そ
の
寛
容
！かね
こ
串
さ
る

立
正
大
学
教
授
の
金
子
勝
（
髄
）

は
、
戦
後
、
よ
う
や
く
教
壇
に
立
つ

こ
と
が
で
き
た
安
蔵
の
愛
知
大
学
の

大
学
院
で
の
教
え
子
で
あ
る
。
「
私

が
松
葉
を
拾
っ
て
き
て
教
室
の
だ
る

ま
ス
ト
ー
ブ
を
た
い
て
、
先
生
を
迎

え
た
ん
で
す
よ
」
・
金
子
は
ず
っ
と

安
蔵
の
そ
ば
に
い
て
、
安
蔵
を
「
日

本
国
憲
法
の
間
接
的
起
草
者
」
と
位

置
づ
け
る
。

－一一
一 一

書
き45
の年
そ12
れ.月
を26

窯
、ら
連ば
合 、
国手

軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
届
け

た
。
日
本
政
府
が
「
天
皇
主
権
」
に

一

こ
だ
わ
り
続
け
た
の
と
違
っ
て
、
そ

こ
に
ば
「
日
本
国
ノ
統
治
権
ハ
日
本

国
民
ヨ
リ
発
ス
」
と
、
「
国
民
主

権
」
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
『
民
主
主
義
的
で
賛

成
で
き
る
』
と
評
価
し
た
の
は
先
生

の
草
案
だ
っ
た
。
天
皇
と
金
持
ち
の

憲
法
学
か
ら
民
衆
の
憲
法
学
に
変
え

た
の
は
先
生
な
の
で
す
」
と
金
子
。

羽
年
８
月
、
安
蔵
ば
ね
歳
で
世
を

一

去
る
。
貧
乏
に
耐
え
つ
つ
ロ
シ
ア
語
一

を
勉
強
し
た
り
、
無
産
者
保
育
所
を
一

営
ん
だ
り
し
た
妻
俊
子
は
、
晩
年
の

病
院
の
ベ
ッ
ド
で
「
何
か
天
井
で
が

た
が
た
言
う
の
よ
れ
」
と
不
安
が
っ

一

た。それは、何の音だったのだ一
ろ
う
。

（
早
野
透
）
一

鱗
＆ ｌ

ｌ
Ｎ
圃
因
屋
圃
■
園
翻
鬮
羅
欝
翻
溌
＄
Ｉ

日
本
の
敗
戦
、
占
領
軍
は
戦
前
の

憲
法
の
改
正
に
動
く
。
民
間
か
ら
も

誉
皇
薑
霧
溌
鱈
蕊
。

拙
壼
揃
喀
も
池
郡
迩
壱
野
岩
三
郎
、

森
戸
辰
男
、
馬
場
恒
吾
ら
、
そ
し
て

「
憲
法
の
専
門
家
の
君
が
入
っ
て
く

れ
」
と
請
わ
れ
た
鈴
木
安
蔵
の
「
憲

法
研
究
会
」
の
草
案
で
あ
る
。


